
市内文化財の確実な継承や活用へ

袋井市文化財保存活用地域計画 を策定しました

袋井北小学校の久野城教室（久野城址保存会） 東海道松並木の保全活動（久努の松並木愛護会）

法多山での田
たあそびさい

遊祭（法多山田遊祭保存会）木原大念仏（木原大念仏保存会）

守り、活かし、そして未来へ伝える

市
で
は
、地
域
の
貴
重
な
文
化
財
の
維
持
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、市
民

一
人
ひ
と
り
が
文
化
財
の
価
値
を
改
め
て
認
識

し
、そ
れ
を
地
域
総
が
か
り
で
守
り
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
や
観
光
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
活
用

す
る
こ
と
で
次
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
に
、「
袋
井
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」

を
策
定
。令
和
4
年
12
月
16
日
に
、文
化
庁
長

官
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

本
計
画
に
よ
り
、市
内
文
化
財
の
保
存
・
活

用
・
継
承
の
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
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基
本
理
念

守
り
、活
か
し
、

そ
し
て
未
来
へ
伝
え
る

市
民
一
人
ひ
と
り
が
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛

着
を
持
ち
、地
域
全
体
で
文
化
財
を
守
り
、活
用

し
、未
来
へ
伝
え
て
い
く
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

本
計
画
に
お
け
る
文
化
財
と
は

文
化
財
保
護
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
、「
有

形
文
化
財
」、「
無
形
文
化
財
」、「
民
俗
文
化
財
」、

「
記
念
物
」、「
文
化
的
景
観
」、「
伝
統
的
建
造
物

群
」の
6
類
型
の
文
化
財
の
ほ
か
、埋
蔵
文
化

財
や
文
化
財
を
次
世
代
へ
継
承
す
る
上
で
欠

か
せ
な
い
文
化
財
の
材
料
製
作
・
修
理
等
の
伝

統
的
な
保
存
技
術
等
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、類
型
に
当
て
は
ま
ら
な
い
、地
域
で

語
り
継
が
れ
て
き
た
伝
承（
昔
話
）な
ど
も
対

象
に
含
め
る
な
ど
、従
来
の
指
定
の
枠
に
捉
わ

れ
ず
、地
域
に
と
っ
て
残
す
べ
き
大
切
な
も
の

を
幅
広
く
対
象
と
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
方
向
性

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、令
和
2
年
度
か
ら
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、地
域
や
歴
史
関
係
団
体
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
文
化
財
の
洗
い
出
し
を

実
施
。計
画
に
は
、指
定
文
化
財
に
加
え
、2
，

9
8
9
件
の
未
指
定
文
化
財
を
新
た
に
リ
ス

ト
化
す
る
と
と
も
に
、市
内
文
化
財
の
現
状
と

課
題
に
基
づ
き
、課
題
解
決
の
方
針
や
具
体
的

な
対
応
措
置（
事
業
）を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、「
調
査
研
究
」や

「
保
存
・
継
承
」、そ
し
て
、多
く
の
皆
さ
ん
が
郷

土
の
文
化
財
を
も
っ
と
よ
く
知
れ
る
よ
う
、積

極
的
な「
公
開
」や
様
々
な
分
野
で
の「
活
用
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

３
つ
の「
関
連
文
化
財
群
」を
設
定

関
連
文
化
財
群
と
は
、指
定
・
未
指
定
に
か

か
わ
ら
ず
、多
種
多
様
な
有
形
・
無
形
の
文
化

財
を
、地
域
の
歴
史
文
化
の
特
徴
に
基
づ
く

テ
ー
マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
、関
係
性
に
沿
っ
て
、

一
定
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
た
も
の
で
す
。

個
々
で
は
価
値
や
魅
力
が
限
ら
れ
る
文
化

財
も
、そ
の
文
化
財
群
の
構
成
要
素
の
1
つ
と

し
て
新
た
に
価
値
付
け
る
こ
と
で
、相
互
に
結

び
つ
い
た
文
化
財
の
多
面
的
な
価
値
や
魅
力

を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
、効
果
的
に
活
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

本
計
画
で
は
、自
然
や
地
理
的
環
境
、社
会
、

歴
史
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
本
市
の
歴
史

文
化
の
特
長
を
次
の
4
つ
と
し
て
捉
え
、そ
の

特
長
か
ら
3
つ
の
関
連
文
化
財
群
を
設
定
し

ま
し
た
。
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【
本
市
の
歴
史
文
化
の
４
つ
の
特
長
】

◉
川
が
も
た
ら
す
豊
か
な
恵
み
と
歴
史
文
化

市
内
を
流
れ
る
河
川
の
豊
富
な
水
量
は

地
域
の
生
活
基
盤
を
成
し
、稲
作
の
発
展
を

は
じ
め
、農
産
物
の
恵
み
や
人
の
往
来
を
も

た
ら
し
た
。

◉ 「
境
さ
か
い
の
地
」に
お
け
る
往
来
が
生
み
出
す
歴

史
文
化

東
西
・
南
北
の
道
や
河
川
の
交
わ
り
に
よ

り
人
や
物
が
行
き
交
い
、そ
れ
ら
に
ま
つ
わ

る
文
化
が
生
ま
れ
・
伝
わ
り
・
交
わ
り
な
が

ら
、「
境
の
地
」を
形
成
し
た
。

◉
秋
葉
信
仰
と
街
道
の
歴
史
文
化

秋
葉
山
に
ま
つ
わ
る
秋
葉
信
仰
の
広
が

り
は
、参
拝
の
街
道
を
発
展
さ
せ
、人
々
の

往
来
が
増
加
す
る
中
で
、信
仰
に
ま
つ
わ
る

祭
礼
や
風
習
を
街
道
沿
線
に
育
ん
だ
。

◉
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
復
興
の
歴
史

河
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
平
野
は
豊
か

な
恵
み
を
も
た
ら
す
一
方
、平
坦
な
地
形
が

高
潮
や
河
川
氾
濫
に
よ
る
被
害
を
増
幅
さ

せ
る
な
ど
、人
々
は
幾
度
と
な
く
自
然
災
害

を
受
け
た
が
、そ
の
度
に
復
興
し
て
き
た
。

【
設
定
し
た
3
つ
の
関
連
文
化
財
群
】

1 

河
川
に
育
ま
れ
た
平
野
の
歴
史
と
人
々
の

祈
り
　

 

（ 

主
な
構
成
文
化
財
） 

大
野
命
山
、中
新
田
命

山
、法
多
山
田
遊
祭
、

冨
士
浅
間
宮
田
遊
び

祭
、源
朝
長
公
御
祭

礼
、木
原
大
念
仏
、浅

羽
大
囲
堤
、山
梨
祇

園
祭
、マ
キ
囲
い
　

な
ど

2
道
が
も
た
ら
し
た
人
の
往
来
と
文
化

 

（ 

主
な
構
成
文
化
財
） 

袋
井
宿
絵
図
、袋
井
宿
開

設
お
墨
付
、梅
屋
敷

の
看
板
、木
製
荷
札

（
山
名
郡
木
簡
）、秋

葉
線
車
両
、中
遠
碑
、

久
津
部
一
里
塚
と
木

原
一
里
塚
、澤
野
医

院
記
念
館
、法
多
街

道
、町
石
、天
橋
、た

ま
ご
ふ
わ
ふ
わ 

な
ど

3
火
伏
せ
の
神
の
信
仰
と
地
域
の
連
帯

（ 

主
な
構
成
文
化
財
） 

可
睡
斎
、秋
葉
の
火

祭
り
、秋
葉
信
仰
、

秋
葉
街
道
、
常
夜

燈
、道
標
、秋
葉
講
、

火
の
見
櫓
や
ぐ
ら　

な
ど

「
つ
な
げ
て
い
く
」こ
と
が

計
画
の
第
一
歩

文
化
財
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、後

世
へ
と
伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、幅
広
い
世
代

の
理
解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

地
域
で
の
保
存
活
動
や
そ
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
な
ど
に
加

え
、観
光
や
防
災
、教

育
、な
ど
の
様
々
な
分

野
と
も
連
携
し
、そ
の

価
値
や
魅
力
を
広
げ

て
い
く
こ
と
で
、本
市

文
化
財
の
次
代
へ
の

確
実
な
継
承
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

袋井市内の指定文化財は全部で86件
（国指定文化財:6件、国登録文化財：4件、
県指定文化財：16件、市指定文化財：60
件）。種別では「建造物」が19件と最も多
く、国の指定・登録、県の指定でも上位を
占めています。有形文化財の美術工芸品
では、「彫刻」に属する仏像の指定が多い
ことが特長です。

未指定の文化財については、市民の皆
さんの協力も得て、今回の計画策定で計
2,989件を確認することができました。

「美術工芸品」776件、「建造物」300件な
どに加え、市内を流れる川に架かる橋な
どの景観1,240件も「文化的景観」として
未指定文化財に含めています。

◉市ホームページなどを通じ、
効果的に情報発信していきます

指定文化財の紹介をはじめ、今後は市
内の歴史を時代ごとに整理したり、動画
解説を加えたりするなどし、よ
り分かりやすく本市文化財の
魅力を発信していきます。

袋井市の文化財の概要と特徴

袋
井
市
文
化
財
保
存
活
用
地

域
計
画
の
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大河ドラマ時代考証担当の平山優さんによる基調
講演やパネルディスカッション等を行います。文化財
はもちろん、地域の歴史やその保存・活用・継承などに
興味のある方は、ぜひご参加ください。参加無料です。

日時　3月12日(日)　午後1時30分～
場 所　月見の里学遊館1階　文字・文/ものづ
くりのワークショップルーム

※詳しくは、市ホームぺー
ジをご覧ください。

認定記念
シンポジウムの開催

認定記念認定記念認定記念
シンポジウムシンポジウムシンポジウムのののの開催開催

新屋常夜燈 澤野医院記念館

中新田命山

関係団体合同での歴史講座

油山寺山門（国指定文化財）

一宮橋梁（国登録文化財）
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